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子どもの気質に関する研究（3）
一：NYLSにおける「気質」概念の検討一
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わが国においても子どもの気質についての関心が高まりつつある。本稿では、Thomas，氏とChess，Sらの、New　York

Longitudinal　Study（NYL　S〉における気質概念を検討した。その結果、①ThomasとChess以後に発展してきた

子どもの気質に関する研究は、おとなの性格（パーソナリティ〉研究とはほとんど関係なしに発展してきたと考え

られること、②Thomasらは、子どもの行動特徴に関心があったが、はじめから「気質」（temperament〉という語を

用いたのではなく、初期には、「一次的反応パターン」（primary　reaction　pattem）という語を使用していたこと、

③気質という語がはじめて用いられたのは1963年頃のようであり、それはRutter，販の示唆によるものであること、

④NYL　Sでは、気質を「行動様式」（behavioral　style）と同義であるとし、行動の形式的側面としてとらえると

ころに大きな特徴があるといえること、⑤気質は多くの人にとってなじみのあることばであり、しかも乳幼児につ

いてはそれまでほとんど論じられたことのない概念であったことが、多くの研究者の関心を引き付けたと考えられ

ることなどを指摘した。

見出し語：気質、子ども、NYLS、一次的反応パターン

A　Study　on　Temperament　of　Chi　Id（3〉
　　一ADiscussiononthe（k）nceptofTemperament　in　NYLS一

Junichi　SHOJ　I

There　　are　　growing　　concern　　on　　the　　temperament　　of　　infant　　and　　young

children　　ln　Japan　　slnce　　our　flrst　　introductory　　paper　　ln　　1981．　The

author　discusses　the　development　of　the　concept　of　temperament　ln　’しhe

New　York　Longltudinal　Study，　started　in　1956　by　A．Thomas　and　S．Chess

and　colleagues，　that　facillta’しes　recent　research　of　thls　’しheme．　The

term　”primary　reaction　patterns冒6　was　used　at　first，　and　then，　at　about

1963F　the　term　’●temperamen’し”　was　apPeared，　based　on　suggestion　by　M．

Rutter．　The　term　　。Itemperament書l　was　famlliar，　howeverタ　research　had

llttle　done　until　’しhat　time．　It　ls　thought　that　many　researcher　was

attracted　the　termF　as　well　as　growlng　recognltion　on　importance　of
the　infant　behavioral　characteristics　ln　lnteractlon　with　parents．

Key　words；　Temperament，　Child，　NYLSグ　Prlmary　reaction　patterns
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　近年子どもの気質についての研究が大きな関心を

もたれているが、気質概念の有用性について、

Rutter（1982）1）は、①行動の個性（behavioral

individuahty〉を認め、明確に示したこと、②行動

発達における遺伝的・素質的要因の関与を認めたこ

と、および③問題行動の発生の予測に役立ち得るこ

との3点を指摘した。このように、気質の概念は、

子どもの行動発達に関して、理論的にも、また実際

的にも、興味深く、重要な意義を有していると考え

られる。

　筆者らは、1981年に、Thomas，左とChess，Sらがは

じめた、ニューヨーク縦断的研究（New　York　Lon－

gitudinal　S加dy，NYLS〉とよばれる子どもの気

質に関する研究と、これにもとづくCarey，臥の気質

質問紙を紹介した（庄司・前川，1981）2）。それ以後、

わが国においても子どもの気質についての研究が増

加しつつある。しかし、その概念や定義、測定・評

価法などに関する論争がっづいている。したがっ

て、それらの課題について改めて検討するのは意義

があることだと思われる。その出発点として、本稿

では、NY　L　Sにおける子どもの気質の概念につい

て検討する。

1　子どもの気質研究の歴史

　人間の性格、気質についての関心は人類の歴史と

ともにあったと思われるが、最初にまとまった記述

がなされたのは古代ギリシアにおいてである。テオ

フラストスの『人さまざま』や、ヒポクラテス、ガ

レノスらの体液と気質との関係についての記述はよ

く知られている。

　19世紀後半に科学的な学問として心理学が成立し

たのち、性格心理学あるいはパーソナリティ心理学

も徐々に発展してきた。しかし、それらは成人を対

象としたものが主であり、子ども、とくに乳幼児の

気質（あるいは性格、パーソナリティ〉と、その形

成、発達についての研究はほとんどなかった。

　最近の子どもの気質研究にもっとも大きな影響を

・与えたのは、ThomasとChessらのニューヨーク縦断

的研究（NY　L　S〉である。1930年代にGesell，A．

やShirley，既既らの乳幼児の行動特徴やパーソナリ

ティ特徴の個人差についての研究があった。しか

し、彼らの研究はそれほどの注目を集めなかった

し、NY　L　Sにも直接の影響は与えなかった。つま

り、ThomasとChessらの研究は、成人についての知

見を乳幼児に適用したというのではなく、また先行

研究に大きく依存したのでもない、独創性にとんだ

ものであったといえよう。わが国では、オルポート

のパーソナリティ心理学やクレッチマーの気質理論

がよく知られているが、NYLSをはじめとする1
950年代以後に発展してきた子どもの気質に関する

諸研究は、おとなの性格（パーソナリティ）研究と

はほとんど関係なしに発展してきたといえるように

思われる。

II　NY：L　Sにおける気質概念

　1．研究の背景

　まず、ThomasとChessらが子どもの気質を研究す

るにいたった背景を述べる。

　Alexander　Thomas（1914一）はニューヨーク大学医

療センターの精神科教授であり、その精神科部門で

あるベルビュー病院の責任者でもあった。Stella

Chess（1914一）は、同じく児童精神科教授であった。

現在では二人とも引退している。彼らは個人的生活

をともにしている。

　彼らの主要な業績は、第1に、30年を越える長期

縦断的研究（NY　L　S〉を実施し、研究者や臨床家

に子どもの気質への関心をもたらしたことである
カ｛、　Annual　Rev　iew　of　Chi　ld　Psych　iatry　and

Child　Developmentの編集を行ってきたも重要であ

る。これは、児童精神医学および児童心理学の専門

家にはよく知られている、大変有用な論文集で、1

968年以来、毎年刊行されている。また、Chessは自

閉症の研究者としても立派な業績があり、“』㎞

lntroduction　to　Child　Psychiatry”（「児童精神

医学入門」〉というすぐれた教科書も執筆してい
る。

　ThomasとC飴ssは、子どもの気質に関して、数多

くの論文を著すとともに、6冊の著書を執筆し、そ

のうち1冊は邦訳されている（Thomas，Chess，

Birch，　Hertzig，　and　Korn，　1963；　Thomas，　Chess

and　Bi　rch，　1968；　Thomas　and　Chess，　1977；

Thomas　an（l　Chess，　1980；　Chess　and　Tho皿as，　198

4；　Chess　and　Thomas，　1986〉3）卿8）。

　ThomasとChessが子どもの気質に関心をもった背
景については、次のことが述べられている（Chess，
1975〉9）。

　第1に、4人の子どもの親としての経験から、子

どもたちはそれぞれ生まれたときから行動の仕方に
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ちがいがみられることを知ったという。第2に、彼

らが精神科医としての訓練を受けた1950年代は精神

分析学および学習理論が主流で、これらはいずれも

子どもの生後の経験の重要さを指摘するものであっ

た。その生後の経験を主に規定するのは親（母親〉

の養育態度である。しかし、Tho皿asとChessは、臨

床家としての経験を重ねるにっれて、環境の影響だ

けでなく、子ども自身の行動特徴も問題行動の発生

に重要であると考えるようになってきた。子ども自

身の行動特徴に目を向けるようになったのは、

Chessの師であるLauretta　Benderの影響があるかも

しれない。わが国ではベンダー・ゲシタルト・テス

トで知られるBenderは1930年代から1950年代に活躍

した児童精神科医であるが、環境要因のみならず、

身体的あるいは素質的要因の重要性を認めた、中庸

の立場をとっていた10）。

　ThomasとChessは、1952年から準備をはじめ、19

56年3月から、以後30年以上も継続するNY　L　Sを

開始した。これは、ニューヨーク近郊に居住する1

33名の乳児を対象とした、大規模で長期にわたる縦

断的研究である。研究対象の募集は1956年から62年

まで行われた。研究方法は、親との面接を主とし、

これを子どもの直接観察で補完するというもので、

子どもが生後3カ月のときより開始した。生後1年

までは3カ月ごとに、その後は6カ月ごとに親との

面接を行い、子どもの行動について詳しい資料を得

た。対象児が成人した時点でも129名が研究に協力

していた。青年期以後は、16－17歳、18－23歳、25－

31歳の時点で本人に面接を行っている11〉。このほ

か、プエルト・リコの労働者階級、イスラエルのキ

ブツの子どもたち、未熟児、発達遅滞児、先天性風

疹症候群の子どもを対象とした研究も行っている。

　2．　「一次的反応パターン」から「気質」へ

　Tho皿asらは、子どもの行動特徴に関心があった

が、はじめから「気質」（temperament）という語を

用いたのではない。初期には、　「一次的反応パター

ン」（primary　reaction　pattem）という語を使用し

ていた。

　NY　L　Sについての論文が現れてきたのは1950年

代末からであった。最初期にはr持続的で、安定し

た、固有の反応パターン」（consistent，stable，

intrinsic　reaction　patterns）（Chess　and　Thomas，

1959）12）や「特定の、固有の反応パターン」（the

specific　intrinsic　pattern　of　reaction）

（Chess，Thomas，and　Birch，1959）13）という一般

的な表現が用いられ、まだ術語としては提案されて

いない。

　1960年以後は、「一次的反応パターン」（prima－

ry　react　ion　pattern〉（Thomas，　Chess，　Bi　rch，

and　Hertzig，1960〉14）、あるいは「一次的反応型」

（primary　react　ion　types）（Chess，　Thomas，　Bi　rch，

and　Hertzig，1960〉15〉、「反応性の一次的特徴」

（primary　characteristics　of　reactivity〉

（Thomas，　Bi　rch，　Chess，　and　Robbi　ns，　1961〉16）、

「一次的反応特徴」（primary　reaction　charact－

er　i　st　i　cs）（B　i　rch，　Thomas，　Chess，　and　Hertzig，

1962〉17）などの表現が用いられた。

　「一次的」（primary）としたのは、出生直後から、

何らかの外的要因の結果と思われないときから個性

（individuality〉が認められるからであった。彼ら

が注目したのは、発達とともに変化する行動内容

（behavior　content〉ではなく、変化しない、反応の

形式的パターン（fomal　pattem　of　reactivity〉で

あった14）。例えば、摂食行動を例とすると、何を

するかという行動の内容とは、母乳やミルクを飲

む、離乳食を食べる、スプーンが使える、箸が使え

るなどのことであり、これらは発達的に変化してい

く。これに対して、飲む（食べる〉速さや、温度・

味への敏感さなどの特徴は発達にともなって変化す

るとはいえない。ThomasとChessらは、行動の内容

ではなく、反応の形式的側面に注目したのである。

　「気質」（tempera皿ent）という語がはじめて用い

られたのは1963年頃のようである（Chess，Thomas，

Rutter，　and　Bi　rch，　1963；　Thomas，　Chess，Bi　rch，

Hertzig，and　Kom，1963）18）3）。なお、r気質」

という語を提案したのはMichael　Rutterである

（Chess　and　Thomas，1986，p．x〉8）。Rutterが筆頭

著者になっている論文では、1963年は「一次的反応

パターン」が用いられ、1964年にはr気質」が用い
られた（Rutter，Kom，and　Birch，1963；Rutter，

B　i　rch，　Thomas，　and，Chess，　1964〉19）20）。

　研究が進むにつれて、「一次的反応パターン」と

いう表現はあまりに「狭く、機械的な」感じがして

きたという（Thomas，A．andChess，1977，p．8）5）。

「一次的」という語は、出生前や周産期の行動や、

遺伝的、内分泌的、あるいは神経生理的な基礎的要

因が個人差を原因であることを想定させかねない。

また、「反応」という語は、環境と相互作用を行う

能動的で、独立した仕方よりも、受動的で、2次的
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な役割しか示さないように思える。そこでRutterの

示唆にしたがって、「気質」という語に代えること

にしたのである。

　「気質」は多くの人にとってなじみのあることば

であり、しかも乳幼児についてはそれまでほとんど

論じられたことのない概念であったことが、多くの

研究者の関心を引き付けたともいえるだろう。

　3．NY　L　Sにおける気質概念

　NYL　Sにおける気質概念は、上述のように、一

般に知られている、主として成人についての心理学

者（例えばオールポート〉や精神医学者（例えばク

レッチマー〉の気質概念を乳幼児に適用したもので

はない。そうではなく、乳幼児の行動の個性を記述

する研究を進める中で、「一次的反応パターン」と

いうことばよりも、もっと適切な表現として「気

質」ということばにたどりついたといえよう。

皿：N　Y　L　Sにおける気質概念の特徴

　1．行動様式
　NY　L　Sでは、気質は「行動様式」（behavioral

style〉と同義であるという（例えばThomas　and

Chess，1977，p．9〉5）。どちらも、WH：AT（能力

や行動内容〉やWHY（動機づけ）ではなく、行動

のHOWのことをいっている。つまり、気質は、何
を（what〉するか、どれくらいうまく（how　we11）する

かという「能力」（ability〉や、なぜ（why〉するかを

説明する「動機づけ」（motivation〉とは異なり、個

人が行動する仕方（way〉に関するものである。

　気質は現象記述的な語であり、その起源（遺伝）

や不変性を含意するものではない。知能や身長、体

重のように環境要因の影響を受け、発達過程で変化

し得るものであるという。

　このように、気質を行動の形式的側面としてとら

えるところにN　Y　L　Sの大きな特徴があるといえ

る。このことは、はじめは「一次的反応パターン」

ということばが用いられたことにも示されている。

　乳幼児に関する従来の研究のほとんど「能力」に

ついてであり、気質についての研究の道を開いたN
Y　L　Sの意義は大きいといえる。

　2．気質特徴の9カテゴリ

子どもの気質は具体的には9カテゴリで記述され

る。これは、最初の22名の乳児の親の面接記録の内

容を分析し、客観的に評価しうる気質的特徴として

抽出されたものである。それらは、①活動水準

（activity　leVeD、②周期性（rhythmicity）、③接

近・回避（apProachorwithdrawa1）、④順応性

（adaptability）、⑤反応性の閾値（threshold　of

responsiveness〉、⑥反応の強さ（intensity　of

reaction〉、⑦気分の質（quality　of　mood〉、⑧気の

散りやすさ（distractibility〉、⑨注意の範囲と持

続性（attention　span　and　persistence〉、である。

この9カテゴリについてはよく知られているので、

ここで詳しく述べることはしない。初期の論文で

は、注意の範囲と持続性が選択性（selectivity〉と

いう表現になっていたが、内容的なちがいはない
13）15）

　　O
IV　気質概念の普及の背景

　r気質」ということばが乳幼児研究で普及したの

は、もちろん、跳omasとChessらの研究が有意義な

ものであると思われたことが大きい要因であろう

が、当時の発達研究において、環境要因だけでな

く、子どもの生物学的（あるいは素質的〉要因に関

心がもたれるようになったこと、また、母子関係理

論の発展により、母子関係を相互的なものととら

え、相互関係の一方の主体である子ども自身の要因

を考慮すべき必要性が認識されたことも背景要因と

して指摘することができるだろう。

　Thomasらの子どもの気質研究の内容としては、気

質的特徴の9つのカテゴリのうち、周期性、接近・

回避、順応性、気分の質、反応の強さの5カテゴリ

における特徴の現れ方から｛子どもの気質を①手の

かからない子ども（easy　child）、②手のかかる子

ども（difficult　child〉、③時間のかかる子ども

（slow－to－wam－up　child〉という3っのタイプに

分類したことや、「適合の良さ」（goodness　of

fit）という発達の相互作用モデルを提案したことな

ども重要である。これらを含め、NY　L　Sの意義に

ついては改めて検討したい。
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